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こちらから

２面　再生可能エネルギー導入を推進

太陽光や水力など、注目が集まってい
る再生可能エネルギーの活用に向けた
取り組みや導入事例を紹介します。

3面　「人権」を守る取り組み

12月の人権週間にちなみ、日ごろから
人権問題の相談に応じている人権擁護
委員の活動内容をお知らせします。

4・5面　笑顔あふれる子ども会

ことしで設立50周年を迎える子ども会。
地域の将来を担う子どもたちを支える
活動とその魅力をお伝えします。

6・7面　タウンガイド

催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
が満載。

www.city.atsugi.kanagawa.jp

12月3日～9日は
障害者週間です

障がい者の自立と社会参加に
向け、一人一人が理解と認識
を深めましょう。
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ぬくもりこもる
手作りのマフラー

素材の良さを生かして作られる製品
至 清川村

七沢森の家
広沢寺温泉

広沢寺
温泉入口

七沢里山
づくりの会作業所 至 小野至 小野

七沢川
七沢川

　

森
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
作
業
場
で
、
草
木
染

め
さ
れ
た
糸
が
、
少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
織
ら

れ
て
い
く
。「
織
り
目
を
も
う
ち
ょ
っ
と
空
け

て
。
そ
う
す
れ
ば
柔
ら
か
く
仕
上
が
る
よ
」。指

導
者
の
田
中
朋
也
さ
ん（
46
）が
、
機は

た

織お

り
機
を

操
る
女
性
に
優
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
。

　

七
沢
に
あ
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
七

沢
森
の
家
」
。
11
人
の
障
が
い
者
が
通
い
、
マ

フ
ラ
ー
や
エ
プ
ロ
ン
、
木
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
の
布
製
品
や
木
工
品
を
作
っ
て
い
る
。
素
朴

で
温
か
み
の
あ
る
製
品
は
支
援
セ
ン
タ
ー
の

他
、
地
域
の
祭
り
や
バ
ザ
ー
で
も
販
売
。
年

代
、
性
別
を
問
わ
ず
好
評
を
得
て
い
る
。

　

機
織
り
機
の
前
に
座
る
小
林
信
枝
さ
ん

（
33
）。
視
覚
障
害
と
中
度
の
知
的
障
害
が
あ

り
、
複
雑
な
作
業
は
難
し
い
。
そ
れ
で
も
1
日

4
時
間
、
田
中
さ
ん
の
助
言
で
4
つ
の
踏
み
板

を
使
い
分
け
、
糸
を
織
り
続
け
る
。
お
よ
そ
2

日
で
、
1
本
の
マ
フ
ラ
ー
が
織
り
上
が
る
。

　

所
長
の
中
村
義
也
さ
ん（
66
）は
「
み
ん
な
こ

こ
が
好
き
で
通
っ
て
い
る
し
、
本
当
に
真
面
目

に
仕
事
を
し
て
く
れ
て
い
る
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

敷
地
内
に
は
通
所
者
が
手
入
れ
す
る
ハ
ー
ブ
園

が
一
般
開
放
さ
れ
、
摘
み
た
て
の
葉
で
入
れ
た

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

「
大
変
だ
け
ど
、
作
っ
た
物
が
売
れ
る
と
楽

し
い
」
と
照
れ
な
が
ら
話
す
小
林
さ
ん
。
自
然

の
ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ
た
作
業
場
に
は
、
い
つ

も
働
く
喜
び
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

問
七
沢
森
の
家
☎
249
局
6
3
2
8

市
内
の
事
業
所
な
ど
で
働
く
障
が
い
者
の
手
作

り
製
品
を
展
示
・
即
売
し
ま
す
。
詳
細
は
７
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

田中さんに見守られ、一生懸命作業をする小林さん。世間話に時折笑顔がこぼれる
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昨
年
の
原
発
事
故
以
降
、
太
陽
光
や
水
力
、
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電
装
置
導
入
へ
の
補
助
な
ど
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
有
効
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
推
進

元
気

パネルディスカッションの様子

11
月
６
日
、市
内
の
事
業
所
や
大
学
、

金
融
機
関
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
「
あ
つ
ぎ
も
の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド

交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

地
域
経
済
活
性
化
に
懸
け
る
皆
さ
ん
の

熱
い
思
い
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
、
企
業
間
や
産
学
の

連
携
が
さ
ら
に
進
め
ば
、
技
術
革
新
や

新
産
業
の
創
造
に
つ
な
が
る
の
で
は
と

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
優
れ
た
企
業
が
数
多
く
立

地
し
て
い
ま
す
。
県
内
有
数
の
産
業
集

積
を
本
市
の
「
都
市
ブ
ラ
ン
ド
」
の
一

つ
と
捉
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
優
れ
た

も
の
づ
く
り
企
業
50
社
と
５
大
学
を
紹

介
す
る
冊
子
「
あ
つ
ぎ
も
の
づ
く
り
ブ

ラ
ン
ド
２
０
１
２
」を
作
成
し
ま
し
た
。

冊
子
に
は
厚
木
市
の
先
進
性
や
優
位
性

を
Ｐ
Ｒ
し
、
企
業
誘
致
に
つ
な
げ
る
狙

い
も
あ
り
ま
す
。

　

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、

経
済
の
成
長
と
雇
用
の
確
保
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

トピック 温暖化防止

し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
上
古
沢
の
岩
石
採

取
場
跡
地
で
県
内
初
の
誘
致
が
決
定
し
ま
し

た
。
設
置
す
る
面
積
は
約
５
万
６
千
平
方

メ
ー
ト
ル
。
来
年
４
月
の
稼
働
を
目
指
し
、

準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

家
庭
で
の
取
り
組
み
が
大
切

　

環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、家
庭
で
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

市
は
住
宅
用
蓄
電
池
の
設
置
や
電
気
自
動
車

の
導
入
な
ど
に
対
し
て
助
成
す
る
な
ど
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
平
成
15
年
度
に
開
始
し
た
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
補
助

は
、
累
積
で
約
１
６
０
０
件
に
上
り
、
着
実

に
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

住
宅
の
建
築
に
当
た
り
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
設
置
し
た
大
塚
哲
也
さ
ん（
45
・

山
際
）
は
「
昨
年
、
計
画
停
電
を
経
験
し
て

設
置
を
決
め
ま
し
た
。
市
の
補
助
に
も
背
中

を
押
し
て
も
ら
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

環
境
へ
の
配
慮
を

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
石
油
な
ど
の

化
石
燃
料
と
比
べ
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が
少
な
い
、
環
境

に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
太
陽
光
、
風

力
、
水
力
、
地
熱
な
ど
自
然
に
存
在
す
る
力

を
活
用
す
る
た
め
、
無
限
に
利
用
が
可
能
で

す
。
市
で
は
、「
み
ん
な
で
つ
く
る
、
自
然

環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
今
後

も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
有
効
活

用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
環
境
総
務
課
☎
225
局
２
７
４
６

　

市
で
は
昨
年
８
月
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
向
け
て
大
学
や
企
業
の
専
門

家
な
ど
を
交
え
た
検
討
委
員
会
を
発
足
し
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
現
在
、
環
境
に
優
し
い

都
市
を
目
指
し
「
あ
つ
ぎ
元
気
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
構
想
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
構

想
の
策
定
と
同
時
に
、
市
で
は
太
陽
光
発
電

の
導
入
促
進
な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
も
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

自
然
の
力
を
有
効
利
用

　

市
は
11
月
、先
進
的
な
導
入
事
例
と
し
て
、

七
沢
地
区
の
広
沢
寺
付
近
に
マ
イ
ク
ロ
水
力

発
電
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。
農
業
用
水
の

小
さ
な
水
力
を
利
用
し
て
発
電
さ
れ
た
電
力

は
、
不
法
投
棄
の
禁
止
を
呼
び
掛
け
る
看
板

の
点
灯
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
観
光
客
が
多
い
場
所
に
設
置
す
る
こ
と

で
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
だ
け
で
な
く
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

管
理
を
担
当
す
る
七
沢
観
光
協
会
会
長
の

福
澤
義
隆
さ
ん（
69
）は
「
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
多
く
の
人
に
見
て
ほ
し
い
。
地
域
の
振

興
に
も
つ
な
げ
た
い
」と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　

こ
の
他
、
県
が
進
め
る
大
規
模
な
太
陽
光

発
電
設
備
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」
の
誘
致
も
推

進
し
て
い
ま
す
。
土
地
所
有
者
や
県
と
協
力七沢の水力発電設備。身近な自然の力を生かして発電している

12月は地球温暖化防止月間

◆暖房の温度は低め（20度が目安）に設定する
◆ 窓から熱を逃がさないようにカーテンや雨戸
を閉める

◆ドアを閉めるなど暖める範囲を狭める
◆重ね着などで体を温かく保つ
◆湯たんぽ・膝掛けなどを利用する

太陽光発電事業用地を募集
　市内での再生可能エネルギーの導入を
進めるため、太陽光発電設備を設置でき
る土地を募集しています。
《内容》
　応募があった土地の情報を市ホーム
ページに掲載し参入事業者を募ります。
《募集要件》
①申請者が土地所有者
②日当たりの良い土地
③面積が概ね1,000㎡以上
④農地の場合転用許可を受けられること
《申し込み》
　環境総務課にある応募用紙（市ホーム
ページからダウンロード可）に必要事項
を書き、直接または郵送、Ｅメールで平
成25年３月31日（必着）までに〒243-8511
環境総務課☎225局2476・e-mail=3100
@city.atsugi.kanagawa.jpへ。

　冬季は、暖房器具の使用など
でCO2の排出量が増加します。
少しの工夫が地球温暖化防止に
つながります。

進めよう
CO2
削　減

地権者

厚木市

事業イメージ

太陽光発電事業者

①事業用地
を登録 ③参入事業者

として登録

④交渉

② ホ ー ム
ページなど
で情報提供

CATV12/1～放送
あつぎ 元気Wave
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　人権は、人間が人間らしく生きるために誰もが生まれながら
にして持っている権利です。市では、人権をめぐる問題に対応
する相談窓口を設置。問題の解決に当たる人権擁護委員と連携
し、差別やいじめなどの人権侵害から被害者を守ります。

　

高
齢
化
や
国
際
化
、
女
性
の
社
会
進
出
な

ど
、
現
代
社
会
は
刻
々
と
変
化
を
遂
げ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
学
校
や
職
場
で
の
い

じ
め
の
他
、
女
性
や
外
国
人
へ
の
不
当
な
差

別
、
高
齢
者
や
児
童
へ
の
虐
待
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
中
傷
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
侵
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
人

権
問
題
を
抱
え
て
い
る
私
た
ち
の
社
会
。
12

月
4
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
で
す
。
こ
の

機
会
に
み
ん
な
が
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
人
権
問
題
を
見
つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

人
権
の
侵
害
は
、
加
害
者
・
被
害
者
を
問

わ
ず
誰
も
が
当
事
者
に
な
り
得
る
身
近
な
問

題
で
す
。
被
害
を
受
け
て
い
る
人
は
大
き
な

精
神
的
負
担
を
負
っ
て
い
ま
す
。
負
担
を
和

ら
げ
る
に
は
、
早
期
の
相
談
が
大
切
で
す
。

　
「
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
気
持
ち
が
楽
に

な
っ
た
」「
問
題
解
決
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」。
市
が
設
置
す
る
相
談
窓
口
を
訪
れ
た

方
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。12
月
5
日
に
は
、人
権
週
間
特
設
人

権
相
談
を
実
施（
左
欄
参
照
）。職
場
や
家
庭
、

地
域
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
人
権
侵
害
な
ど
、
一

誰もが持っている権利

「人権」を守る取り組み

人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
や
個
人
情
報
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
に
乗
る
人
権
擁
護
委
員

　

人
権
問
題
の
相
談
を
受
け
る
の
は
、
市
町

村
ご
と
に
置
か
れ
た
人
権
擁
護
委
員
。
人
権

擁
護
活
動
の
担
い
手
と
し
て
法
務
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
て
就
任
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

主
な
役
割
は
次
の
３
つ
で
す
。

①
地
域
住
民
か
ら
の
人
権
相
談
に
面
談
や
電

話
で
対
応
（
左
欄
参
照
）

②
法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に

よ
る
被
害
者
を
救
済
す
る
活
動

③
人
権
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

の
啓
発
活
動

　

市
で
は
現
在
、
元
警
察
職
員
や
僧
侶
な
ど

の
経
歴
を
持
つ
14
人
の
委
員
が
こ
う
し
た
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

相
手
の
立
場
で
解
決
を
模
索

　

市
の
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
る
人
権
相
談

は
、
騒
音
な
ど
の
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
や
夫
婦
関

係
な
ど
の
家
庭
問
題
が
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。
人
権
擁
護
委
員
は
必
要
な
助
言
を
す
る

他
、
弁
護
士
相
談
な
ど
を
紹
介
し
て
問
題
解

決
の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
人
権
侵
害
が

窓口では人権擁護委員が親切に相談に応じる

人
　
権

ト
ピ
ッ
ク

このコーナーでは、セーフコミュニティの認証取得後も続いている
市や地域の安心・安全への取り組みを紹介します。

　平成16年に設置された防犯パトロール隊は、身近で発
生している犯罪の抑止力を高めるために、市内を定期的
にパトロールしています。警察官OBの市民安全指導員
が、青色回転灯を搭載した「パトちゃん号（防犯パトロー
ル車）」で巡回。犯罪発生時の緊急パトロールや不審者
情報に対する警戒活動などもしています。
　さらに「あつぎセ－フティ－ステ－ション番屋」を拠
点に、防犯相談に応じたり、啓発活動を実施したりする
など、市民の皆さんの安心・安全の確保に努めています。

問くらし安全課☎225局2148
防犯パトロール隊は子どもたちの下校の見守りも実施

「安心安全都市」の新たな挑戦④
～防犯パトロール隊の活動～

発
生
し
た
場
合
は
、
法
務
局
と
協
力
し
て
調

査
・
処
理
、
当
事
者
の
利
害
調
整
な
ど
に
も

当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
「
相
談
に
来
た
方
の
立
場
を
思
い
や
り
な

が
ら
、
心
に
抱
え
た
悩
み
を
全
て
引
き
出
す

こ
と
が
問
題
解
決
の
第
一
歩
と
な
る
」
と
話

す
の
は
委
員
を
務
め
て
10
年
に
な
る
安
藤
勉

さ
ん
（
72
・
戸
田
）。「
悩
み
が
あ
る
の
は
生

き
て
い
る
証
拠
。
自
分
の
中
に
し
ま
い
込
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
ま
す
。

人
権
を
尊
重
し
合
え
る
社
会
に

　

市
で
は
、
引
き
続
き
相
談
体
制
の
充
実
に

努
め
る
他
、人
権
擁
護
委
員
の
協
力
を
得
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
た
人
権
意
識
の
啓
発

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
や
中
学
生
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー

の
募
集
、「
公
民
館
ま
つ
り
」
で
の
啓
発
物

品
の
配
布
、
子
ど
も
に
人
権
の
大
切
さ
を
伝

え
る
映
画
の
上
映
会
な
ど
を
実
施
。
人
権
を

尊
重
し
合
え
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

差
別
や
い
じ
め
な
ど
の
人
権
侵
害
か
ら
被
害

者
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
人
権
男
女
参
画
課
☎
225
局
２
２
１
５

●人権週間特設人権相談（市役所本庁舎）
12月５日、９時～12時、13時～16時
●市役所本庁舎１階総合相談コーナー
毎月第１～４水曜、13時～16時
●横浜地方法務局厚木支局（寿町３－５－1）
毎週木曜、10時～16時
※以上の窓口では人権擁護委員が相談に対応。

●人権相談ダイヤル（みんなの人権110番）
☎０５７０・００３・１１０
●女性の人権ホットライン
☎０５７０・０７０・８１０
●横浜地方法務局
☎０４５・６４１局７９２６

　子どもをめぐる人権問題は、家庭での体罰・児童虐待や学校でのいじめなど、
周囲の目に付きにくいところで発生します。問題を早期に解決するために、さま
ざまな相談窓口を設置。人権擁護委員が親身になって相談に応じています。

人権問題についての相談はこちら

子どもの人権SOSミニレター 子ども人権110番
　電話では相談しにくい内容にも対応でき
る人権相談。小・中学校に配布した便箋兼
封筒により、身近な人
にも言えない悩み事
に、人権擁護委員が返
事を書くなどして応じ
ています。

　いじめなどの子どもの人権問題
に関する電話相談です。人権擁護
委員が悩み事を聞き、解決策など
を一緒に考えます。
☎０１２０・００７・１１０
平日、８時30分～17時15分

子どもの人権侵害の相談窓口

人権相談窓口

専用電話による人権相談
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作業のアドバイスをするジュニアリーダーの高橋さん（右）と一生懸命説明を聞く堀さん（右から２番目）

ドリームキッズ
アドベンチャー開催

子どもたちと笑顔で芋掘りをする山本さん（右から２番目）

　

市
の
子
ど
も
会
は
昭
和
37
年
4
月
に
発
足

し
、
こ
と
し
で
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現

在
、
市
内
の
小
学
1
年
生
か
ら
6
年
生
お
よ

そ
4
3
0
0
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
祭
り

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
活
動

を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
は
健
や
か
な
成
長
に

欠
か
せ
な
い
大
切
な
事
を
学
ん
で
い
ま
す
。

年
齢
を
超
え
た
交
流

　
「
見
て
見
て
、
き
れ
い
に
で
き
た
よ
｣。
荻

野
小
学
校
の
体
育
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
作
り
の
真
っ
最

中
で
す
。
参
加
し
た
の
は
、
中
荻
野
子
ど
も

会
と
宮
本
第
一
子
ど
も
会
、
み
は
る
野
自
治

会
一
丁
目
子
ど
も
部
。
子
ど
も
会
員
約
40
人

と
保
護
者
の
他
、役
員
、ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
和
気
あ
い
あ
い
と

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。完
成
し
た
作
品
は
、

荻
野
小
学
校
の
校
庭
に
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
に

飾
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
手
を
切
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
」。

小
学
生
に
優
し
く
声
を
掛
け
る
の
は
高
橋

岳が
く
と人

さ
ん
（
17
・
鳶
尾
）。
子
ど
も
会
の
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
て
い
ま
す
。

　
「
下
級
生
か
ら
中
高
生
、大
人
と
さ
ま
ざ
ま

な
年
齢
の
人
と
交
流
が
で
き
る
の
が
子
ど
も

会
の
良
い
と
こ
ろ
」。
そ
う
話
す
高
橋
さ
ん

は
、
自
分
も
体
験
し
て
き
た
子
ど
も
会
の
魅

力
を
今
の
小
学
生
に
も
伝
え
よ
う
と
、
子
ど

も
た
ち
と
大
人
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
積
極
的

に
行
事
に
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
工

作
を
楽
し
ん
だ
堀
勇
太
さ
ん
（
8
・
み
は
る

野
）
は
「
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
が
い
つ
も

優
し
く
教
え
て
く
れ
る
。
作
品
を
褒
め
て
も

ら
っ
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

年
齢
を
超
え
た
交
流
は
、
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
や
活
動
の
幅
を
広
げ
、
新
し
い
発
想
や

可
能
性
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

　

子
ど
も
会
は
地
域
で
支
え
ら
れ
て
い
る
活

動
で
す
。
活
動
に
は
役
員
や
保
護
者
だ
け
で

な
く
、地
域
住
民
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
こ
の
芋
、す
ご
く
大
き
い
よ
」「
こ
っ
ち
の

も
負
け
て
な
い
よ
」。瀬
戸
す
ぎ
な
子
ど
も
会

（
清
水
小
学
校
区
）で
は
、
毎
年
近
く
の
農
家

か
ら
畑
を
借
り
て
、
芋
掘
り
を
体
験
し
て
い

ま
す
。
こ
と
し
も
20
人
ほ
ど
の
子
ど
も
が
地

域
の
大
人
た
ち
と
一
緒
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

収
穫
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
会
は
近
所
の
子
た
ち
と
一
緒
に

活
動
で
き
る
の
で
楽
し
い
」
と
声
を
弾
ま
せ

る
の
は
、
中
村
洸こ

う
き騎

さ
ん
（
11
･
妻
田
北
）。

芋
掘
り
の
他
に
も
夏
祭
り
、
太
鼓
練
習
な
ど

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
芋
掘
り
で
畑
を
提
供
し
た
福
山
一

美
さ
ん
（
67
･
妻
田
東
）
は
「
一
緒
に
作
業

す
る
こ
と
で
普
段
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
活
動
を
通
し
て
、
地

域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
は
子
ど
も
た
ち
の

地
域
へ
の
愛
着
心
を
育
む
だ
け
で
な
く
、
大

人
同
士
の
つ
な
が
り
も
生
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
芋
掘
り
を
楽
し
ん

だ
役
員
の
山
本
美
紀
代
さ
ん（
42
･
妻
田
北
）

は「
活
動
を
通
し
て
、地
域
の
皆
さ
ん
に
親
子

共
に
顔
を
知
っ
て
も
ら
え
た
」と
喜
び
ま
す
。

活
動
を
守
る
大
人
た
ち

　

子
ど
も
会
は
発
足
以
来
規
模
を
拡
大
し
続

け
、
昭
和
51
年
に
は
児
童
全
体
の
99
・
5
%

が
加
入
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
員
数

は
年
々
減
少
。
現
在
の
加
入
率
は
約
35
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
習
い
事
に
忙
し

く
、
親
は
共
働
き
で
時
間
が
な
い
な
ど
、
活

動
に
参
加
で
き
な
い
親
子
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
主
な
理
由
で
す
。

　

加
入
率
の
向
上
や
子
ど
も
会
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
、
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
で
は
、
月
に
一
度
、
役
員
会
と
小
学
校
区

の
育
成
会
会
長
な
ど
で
組
織
す
る
校
区
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
親
子
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
保
護
者
が
活
動
に
理
解
を
深
め
て
加
入

し
た
成
功
例
や
行
事
の
反
省
点
、
改
善
点
な

ど
を
持
ち
寄
り
共
有
。
さ
ら
に
、
会
と
し
て

存
続
が
難
し
い
地
域
で
は
自
治
会
と
協
力
し

て
活
動
す
る
な
ど
の
解
決
策
を
模
索
し
て
い

ま
す
。

　

協
議
会
で
会
長
を
務
め
る
若
杉
重
美
さ
ん

（
55
・
上
荻
野
）
は
「
地
域
一
体
と
な
っ
て
子

ど
も
を
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
自
治
会
を

は
じ
め
地
域
、
学
校
、
保
護
者
な
ど
の
連
携

が
何
よ
り
大
切
」
と
強
調
し
ま
す
。
協
議
会

CATV12/11～放送
あつぎ 元気Wave

地
域
で
支
え
て
50
年

笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
会

　
地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
子
ど
も
会
。
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
元
気
で
明
る
い
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
き
た
子
ど
も
会
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

で
は「
子
ど
も
の
手
に
よ
る
子
ど
も
会
活
動
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
活
動
に
携
わ
る
大
人

た
ち
は
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う「
手
を
出
す
な
、目
を
離
す

な
」を
ル
ー
ル
に
、活
動
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
向
け
て

　

子
ど
も
会
は
、
地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
地
域
性
や
協
調
性
な
ど
を
育
む
場

で
す
。
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
心

豊
か
に
成
長
す
る
よ
う
子
ど
も
会
の
活
動
を

支
援
。
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流
を
通
じ
て
自
立

性
や
社
会
性
が
持
て
る
よ
う
、
地
域
が
子
ど

も
を
育
て
る
活
動
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

問
青
少
年
課
☎
225
局
2
5
8
0

平成14年　横手市交流会

平成19年　国内交流七沢

平成2年　横手市交流会

平成6年　インリーダー研修会

昭和60年インリーダー宿泊研修

昭和62年　球技大会

昭和57年　文化発表会

昭和59年　おみこし

昭和53年　球技大会

昭和55年　宿泊研修会

昭和51年　文化発表会

昭和52年　子どもの日大会

50
年
間
の
歩
み

子
ど
も
会

自 主 性 を 育 む 場
　小学生が異年齢
の子と交流ができ
る一番身近な機
会、それが子ども
会活動です。
　身体的な成長は
外で遊ぶだけでも
培われますが、心
のたくましさは違
います。子どもた
ちはみんな、上級
生になるにつれて

自然とリーダーシップを取ったり、下級生の
面倒を見たりするようになります。我慢する
ことや達成感も、自分から覚えていきます。
子どもたちの成長を見守り、サポートするの
が私たち役員や保護者の役割です。
　子ども会は、子どもがその場で行事を楽し
むだけのものではありません。親同士の交流
を広げる場でもあります。親子共に成長でき
るということが子ども会の魅力です。

子ども会育成連絡協議会会長

全国子ども会連合会

神奈川県子ども会連合会

厚木市子ども会育成連絡協議会

各小学校区子ども会育成会（23校区）

子ども会組織図（平成24年度）

単 位 子 ど も 会（97単 位）

い っ し ょ に 活 動 し ま せ ん か
■子ども会員
《対象》小学生とその保護者
●申各地区の子ども会または子ども会育成連絡協議
会☎221局1110へ。

■ジュニアリーダー
《対象》中学1年生～高校2年生
●申青少年課や市ホームページに
ある申込書に入会金200円を添
えて、直接青少年課へ。

募 集

ボクは、子ども会の
特別会員だよー！

問青少年課☎225局2580

設立50周年記念特別事業

　50周年を記念して11
月、荻野運動公園の体
育館でイベントが開催
されました。子ども会
員や保護者ら約500人
が参加し、体を使った
ゲームなどを楽しみま
した。

若杉重美さん

初体験のゲームに夢中になる子どもたち

年齢、地域を超えた交流を楽しむ参加者
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秋の叙勲

年末美化清掃に参加しましょう
　12月9日（荒天時は16日）。道路
や公園など公共の場所を清掃しま
す。時間･場所は、自治会の回覧な
どで確認してください。きれいな
まちで気持ち良く新年を迎えま
しょう。問生活環境課☎225局2750。

工業統計調査に協力を
　製造業を営む4人以上の従業者
がいる事業所を対象に、12月31日 
現在で工業統計調査を実施しま
す。12月中旬から調査員が事業所
に伺いますので、ご協力をお願い
します。提出された内容は、統計
以外には絶対に使用されません。 
問行政経営課☎225局2180。

県「景気対策特別融資」のご案内
　《対象》最近3カ月の売上高など
が前年同期と比べ5％以上減少し
ている中小企業者（市の認定が必
要）《融資限度額》8,000万円《融資
期間》10年以内《利率》年1.8％以
内。申県内の取り扱い金融機関窓
口へ。問県金融課☎045・210局5677。

中小企業利子補給金申請書の送付
　市の融資制度などを利用されて
いる事業者（利子補給対象者のみ）
に12月下旬に申請書を送付しま
す。借入金融機関に早めに提出し
てください。問産業振興課☎225
局2830。

「厚木市史たより」第7号を発行
　《内容》「登

どう

山
やま

1号墳と国道246号
線」「清源院及び清源院文書につ
いて」「相模厚木停車場」《配布場
所》公民館、中央図書館、郷土資
料館、文化財保護課など。問文化
財保護課☎225局2060。

《意見交換会》
◇表彰条例の改正について
　12月14日、16時30分～17時。市
役所第2庁舎。申当日直接会場へ。
●問秘書課☎225局2009。
◇指定NPO法人制度について
　12月16日、11時～12時。市役所
第2庁舎。申当日直接会場へ。問
市民協働推進課☎225局2141。
《パブリックコメント》
●障害者福祉計画（案）骨子
　《閲覧期間》12月1日～平成25年1
月4日。●問〒243-8511障がい福祉課
☎225局2225・薨224局0229・e-mail=
2100@city.atsugi.kanagawa.jp
●福祉サービス事業の見直し
　《閲覧期間》12月1日～平成25年1
月4日。●問〒243-8511高齢福祉課☎
225局2224・薨221局1640・e-mail=
2000@city.atsugi.kanagawa.jp
●七沢弁天の森キャンプ場条例廃止
　《閲覧期間》12月6日～平成25年
1月6日。●問〒243-8511青少年課☎
225局2580・薨224局9666・e-mail=
8700@city.atsugi.kanagawa.jp
　いずれも閲覧場所は各課窓口、
市政情報コーナー、公民館、本厚
木・愛甲石田駅連絡所、総合福祉
センター、中央図書館、市ホーム
ページ。応募資格は、市内在住在
勤在学の方または市内で活動する
個人・法人・団体。応募は、閲覧
場所にある用紙を備え付けの「わ
たしの提案」箱に投

とう

函
かん

するか、直
接または郵送、ファクス、Eメー
ルで問い合わせ先へ。

儀の説明。定員各回50人。無料。
申12月1日～14日に市斎場☎281局
8595へ。申し込み順。

平和パネル展
　12月8日～14日、10時～17時（14
日は15時まで）。総合福祉センター。 
戦争の悲惨さや平和の尊さを後世
に語り継ぐため、市遺族会の遺族
が保存している遺品などを展示。
問福祉総務課☎225局2200。

あつぎ2013元旦マラソン
　1月1日、9時30分～（受け付けは
8時30分～）。東京工芸大学（飯山
1583）。小学生以上1．5㌔、中学生
以上3㌔、一般（高校生以上）5㌔。
200円（保険料含む）。申当日直接
会場へ。問あつぎ元旦マラソン実
行委員会・中村☎080・1051・3962。

スポーツ全国大会などの
出場者情報を募集
　県または日本代表として、平成
24年中に全国規模または国際大会
に出場した市民や市内の学校、事
業所などの情報を募集します。申
東町・猿ケ島・南毛利スポーツセ
ンター、及川球技場にある報告書
（体育協会ホームページからダウ
ンロード可）に必要事項を書き、
大会の詳細が分かる資料（開催要
領など）を添えて各施設窓口また
は郵送、ファクス、Ｅメールで、
1月15日（必着）までに〒243-0039
温水西1-27-1体育協会☎247局
7212・薨248局7151・e-mail=info@
atsugi-taikyo.or.jpへ。

市保健事業嘱託員募集
　《対象》保健師《内容》保健指導、
健康相談、健康教育など母子保健
や成人保健業務（一方でも可）《期
間》平成25年4月1日から27年3月31
日（延長有り）。問健康づくり課☎
225局2201。

市立病院看護職員募集
　《試験日》1月20日。随時試験は
申込書に試験希望日を記入（既卒
のみ）《対象》①助産師または看
護師免許を有する②平成25年実施
の助産師または看護師国家試験で

免許取得見込み―のいずれかに該
当する方10人。定年60歳。申市立
病院、市役所本庁舎、本厚木・愛
甲石田駅連絡所にある申込書を試
験日の9日前（必着）までに直接
または郵送で〒243-8588経営管理
課☎221局1570へ。病院見学を希
望の方は、希望日の1週間前まで
にご連絡ください。

市宿日直業務嘱託員募集
　市庁舎における宿直業務と週休
日、休日の日直業務を行う市宿日
直業務嘱託員を募集します。
《対象》20歳以上65歳以下で健康
な方2人《期間》平成25年4月1日
から26年3月31日（更新有り）。申
12月1日から市役所本庁舎、本厚
木･愛甲石田駅連絡所で配布する
申込書（市ホームページからダウ
ンロード可）に必要事項を書き、
12月10日～13日に直接職員課☎
225局2070へ。後日面接を実施。

特定健診の受診はお済みですか
　特定健康診査（特定健診）の受診
は1月31日までです。健康のバロ
メーターとして年に1回は受診し、
生活習慣病の早期発見につなげま
しょう。特定健診の受診券をなく
した場合は再発行できます。問国
保年金課☎225局2120または健康
づくり課☎225局2201。

市立病院の眼科外来診療
　眼科の外来診療には、受け入れ
体制を超える患者が集中していま
す。体制の拡充に努めていますが、
当面の間、初診は紹介状をお持ち
の方のみとさせていただいていま
す。問経営管理課☎221局1570。

社会保険料控除の対象となる
保険料額のお知らせ
　平成24年中に納めた①国民健康
保険料②後期高齢者医療保険料③
介護保険料は、所得税や市･県民
税の申告時に社会保険料控除の対
象となります。対象者には1月中
旬にハガキでお知らせします。問
①国保年金課☎225局2123②国保
年金課☎225局2223③介護保険課
☎225局2393。

広報番組12月 の ガ イ ド
12月1日～10日 ◆自然を生かしたエネルギー

12月11日～20日 ◆地域を守る消防団
市内にあるマイクロ水力発電設備や太陽光パネル設備を紹介

身近な防災の担い手である消防団の活動を紹介
CATV放送時間（15分）
  ①12時～
  ②19時30分～
  ③22時45分～

番組はホーム
ページ動画配信

CATV放送
開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

　秋の叙勲が発表されました。市内
で受章された皆さんを紹介します。
おめでとうございます。

以上の受章者に加え、瑞宝単光章に井
いの
上
うえ
旭
あきお
さん（警察功労＝元県警部補）、瑞宝小綬章に１人の方が輝きました。
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市役所への郵便物は「〒243-8511厚木市役所◯◯課」で届きます。申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　ウェブ申 ＝ウェブでの申し込み可

タウンガイド
検察庁法務局

JAあつぎ本所

中町
花の公園

バスセンター

に〒243-0039温水西1-27-1市体育
協会☎247局7212･薨248局7151へ。
抽選。

健康づくり大学
　12月19日、9時30分～14時30分
（小雨実施）。東丹沢七沢観光案内
所集合。ノルディックウオーキン
グと旅館での食事・入浴。定員40
人。3,000円（食事、入浴料含む）。
申12月12日までに東丹沢七沢観光
案内所☎248局1102へ。申し込み順。

歯と歯ぐきの健康相談
　12月10日、9時30分～11時30分。
保健センター。歯科衛生士による
効果的なブラッシング方法の個別
指導。定員20人。無料。申当日直接
会場へ。問健康づくり課☎225局
2201。 120113

インターナショナルティーサロン
　12月9日、14時～16時。パート
ナーセンター。外国籍市民との交
流会（日本語でのおしゃべりも可）。 
クリスマス会を実施。定員100人。
茶菓子1品または100円持ち寄り。
申当日直接会場へ。問人権男女参
画課☎225局2215。 220013

木造住宅耐震診断無料相談会
　1月15日～18日、10時～16時。
市役所本庁舎。木造住宅（在来軸
組み工法）の耐震診断相談会。無
料。家の平面図や間取り図などを
お持ちください。申当日直接会場
へ。問建築指導課☎225局2431。

健康あつぎ推進リーダーの
教室「初笑い健康落語」
　1月19日、10時～11時30分（受
け付けは9時30分から）。荻野公民
館（中荻野594-1）。東京大学落語
研究会による落語。市内在住の方
60人。無料。申12月3日から健康
づくり課☎225局2201へ。申し込
み順。 120576

物忘れ予防･脳いきいき教室
　1月17日～3月7日の毎週木曜（全
8回）。14時～16時。パートナーセ
ンターほか。軽運動を取り入れた
認知症予防。市内在住で65歳以上

の方25人（要支援、要介護認定者
を除く）。無料。申直接、電話ま
たはハガキ、ファクスに教室名、
〒住所、氏名、生年月日、電話番
号を書き、12月21日（必着）まで
に〒243-8511高齢福祉課☎225局
2388･薨221局1640へ。抽選（初め
ての方を優先）。ウェブ申 120583

ヤンコミLIVE！観覧者募集
　12月21日、19時～20時30分。子
ども科学館。プラネタリウムでの
星空投影と公募ミュージシャンに
よる演奏。定員78人。無料。申12
月10日までにヤングコミュニティ
センター☎221局1110へ。抽選（市
内在住在勤在学の方を優先）。ウェ
ブ申 120524

キッズ☆プラネタリウム
　12月23日、13時30分～14時10分。
子ども科学館。冬の星座解説。定員
90人。無料。申12月15日（市外の方
は翌日）から子ども科学館☎221局
4152へ。申し込み順。 120559

みどりの講習会
　1月26日、2月2日（全2回）。13
時30分～15時50分。ぼうさいの丘
公園（温水783-1）。庭木のせん定
や接ぎ木の講習。市内在住の方50
人。無料。申ハガキに〒住所、氏
名（ふりがな）、電話番号を書き、
12月17日（消印有効）までに〒243-
0036長谷626-1環境みどり公社☎
225局2774へ。抽選。ウェブ申 120569

親子の絆づくりプログラム
「赤ちゃんがきた！！」
　1月17･24･31日、2月7日（全4回）。
10時～12時。総合福祉センター。
赤ちゃんと一緒に楽しく参加でき
る講習会。市内在住で生後2～5カ
月の乳児を初めて育てている母親
12人（全日程に参加できる方）。
無料。申12月27日までに子育て支
援センター☎225局2922へ。抽選。
ウェブ申 120585

市斎場施設見学会
　12月16日、①9時30分～②11時～
③13時30分～。市斎場（下古沢
548）。現地集合。施設の見学と葬

マイタウンクラブ

www.mytownclub.com
［携帯電話は末尾に/cpを］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「ウェブ申」と記されたものは、
ウェブ上から申し込みができます。
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障害者総合相談室ゆいはあと
　身体･知的･精神障がいなどのあ
る方や家族から、生活のニーズに
応じた相談を受けています。障害
福祉サービスの他、就労、教育、
住環境、医療、健康、権利擁護な
ど生活全般の相談を受け付けます。
《開館時間》平日の9時～17時《場
所》総合福祉センター2階。☎225
局2904｡

障がい者の手づくり製品
展示･即売会
　12月4日～7日、10時～14時30分。
市役所本庁舎。問障がい福祉課☎
225局2221。

森林セラピー基地案内人と
のハイキングと温泉
　《七沢会場》12月12日、9時30分～
15時。東丹沢七沢観光案内所（七
沢751-1）集合。半谷林道のハイ
キングと温泉。
　《飯山会場》12月18日、9時30分～
14時30分。飯山温泉ふるさとの宿
（飯山5547）集合。飯山白山森林

公園のハイキングと温泉。
　いずれも定員は20人。1,000円
（入浴料含む）。弁当、飲み物、レ
ジャーシート、タオル（入浴用）
をお持ちください。雨天中止。申
いずれも前日までに東丹沢七沢観
光案内所☎248局1102へ。申し込
み順。

体育協会のスポーツ教室
◆第2回ジュニアバドミントン教室
　1月12･19･26、2月9･16日（全5回）。 
14時～16時。南毛利スポーツセン
ター（温水西1-27-1）。初歩的技
術の講習。市内在住の小･中学生
40人。2,000円。ウェブ申 120102
■スキー教室
　2月8日～11日（3泊4日）。蔵王
温泉スキー場（山形県）。基礎技
術の講習。市内在住在勤の方70人
（児童、生徒は除く）。40,000円。ウェ
ブ申 120547
　いずれも申し込みは、ハガキま
たはファクスに教室名、〒住所、
氏名（ふりがな）、年齢、性別、
電話番号を書き、◆は12月15日、
■は1月3日（いずれも必着）まで

《期間》2月8日～10日（2泊3日）
《対象》市内在住で20歳以上の方15人
《参加費》62,000円程度（航空機利用）
※説明会あり申ハガキに〒住所、氏名
（ふりがな）、年齢、性別、電話番号を書
き、12月19日（必着）までに〒243-8511
秘書課へ。抽選（初めての方を優先）。

　友好都市・網走市の「第48回あばしり
オホーツク流氷まつり」に参加する市民
訪問団を募集します。

　丹沢大山地域の魅力が伝わる写真（四
季、イベントなど）を募集します。
《規格など》①六つ切り・ワイド六つ切
り、カラー・モノクロ可（デジタル加工
したものは不可）②1人3点までの未発表
作品。申観光振興課などにある応募用
紙（市ホームページからダウンロード可）
と作品を直接または郵送で1月7日（消印
有効）までに〒243-8511観光振興課へ。

　圏央道（さがみ縦貫道路）の建設工事に伴い、あゆみ
橋付近で夜間交通規制が実施されます。通行止め区間
は、歩行者・自転車も通行できません。通行制限区間は、
車両の出入りなどに一部制限があります。

あゆみ橋付近で夜間交通規制を実施

問秘書課☎225局2050 問観光振興課☎225局2820
問中日本高速道路厚木工事事務所☎223局8721
　三井住友建設☎236局6540

あばしり
オホーツク流氷まつり

丹沢大山
観光写真コンクール
作品募集

320017公募

小田急小
田原線

あゆみ橋

相模大橋

厚木駅

本厚木駅

圏
央
道
（
建
設
中
）

夜間交通
規制区間

あゆみ橋
入口
あゆみ橋
入口

あゆみ橋西
入口
あゆみ橋西
入口

相
模
川

通行止め通行止め
通行制限通行制限

市民訪問団

最優秀賞５万円参加者募集 　予定日時
　12月18日～20日、
　　22時～翌朝5時
　（予備日12月21日）

　迂
う

回
かい

先
　相模大橋（県道40
　号横浜厚木）など
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（11月1日現在）

厚木市
の

人　口

文化会館大ホール

12月9日㊐
13時30分～

冬の夜にきらめくイルミネーション

※65歳以上、外国籍市民は住民基本台帳による

人 　 口

94,400世帯 －前月比175世帯増－

224,978人(男117,027人､女107,951人) 
－前月比202人増－

●65 歳 以 上＝44,150人(男20,668人･女23,482人) 
●外国籍市民＝ 5,257人(男 2,542人･女 2,715人)

世 帯 数

日時

会場

　　　　交通安全功労者
　　　　などの表彰と弁
護士・大渕愛子さんによ
る「自転車の交通ルール」
をテーマにした講演。
■申当日直接会場へ。無料。

問くらし安全課☎225局2760

年末の交通事故をなくそう 　年末は、交通量が増えるとともに飲酒
の機会が多くなります。事故防止に努め、
無事故で新年を迎えましょう。

プロフィル▶昭和52年生ま
れ。平成13年弁護士登録。東
京弁護士会所属。テレビ番組
などでも活躍中。

重なり合った木とクリスタルストーン、シルバーの鹿が光を乱反射させる。装飾には環境に優しいLED（発光ダイオード）と風力発電を使用

　
平成25年１月31日まで
17時～23時
（12月23日～25日は、午前1時まで）

　
本厚木駅北口広場
問商業にぎわい課☎225局2840

点 灯 期 間

点 灯 場 所

壁を彩る光のカーテンが癒やしを演出 大きなクリスマスツリー

県警音楽隊・カラーガード隊も参加

森の木々に見立てたデザインで街路灯を装飾

　川の流れや森の木々、動物たち。ことしの
イルミネーションは厚木の豊かな自然を幻想
的に表現しています。50,000球の美しい光が、
訪れる人々を優しく包み込みます。

厚木中央公園～あつぎ大通り～本厚木
駅前～厚木一番街通り～厚木中央公園

12月15日㊏ 13時30分～（雨天中止）日時

コース

プロフィル▶平成元年
生まれ。厚木市在住の
プロゴルファー。８歳
からゴルフを始め、23
年にプロテストに合
格。24年３月、「ダイ
キンオーキッドレディ
ス」で初優勝し、脚光
を浴びる。

内容 女子プロゴ
ルファー

斉藤愛
あ い

璃
り

選手も

パレードに
参加

駅 前
交通安全
パレード

市 民
総ぐるみ
大 会


